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わかすげの由来：菅（すげ）は、繁殖力の強い植物で、古

来から当地域には、菅笠、菅畳、菅枕等々生活に欠かせな

い貴重なものであった。 

 当院の看護師寮に「わかすげ寮」と名づけられているよ

うに、将来に期待される力強さと若い菅(職員)が地域医療

の確保に一層努力することから。 

基 本 理 念 

・患者さんの意思を尊重し、 

     信頼される医療を提供します。 

・研鑽に励み、質の高い医療を提供します。 

・保健・福祉と連携し、 

     心あたたまる医療を提供します。 

 

題 野辺地病院  山田 芳松・作 題字 前院長 神 雅彦 

院長就任のご挨拶と自己紹介 

院 長 

三上 泰徳 

腕の方は 10 年前がベストで最近は落ちる一方

で、ハンディ 14 は維持が難しいと思っています。 

冬はスキーとスノーボードをしますが、行ける日

数はどんどん短くなっています。学生時代にスキ

ー部で合宿したニセコに、1 月か 2 月の週末を利

用して行くことを楽しみにしています。一応アウ

トドア派なのですが、年齢に応じましてその技術

と体力は落ちる一方です。 

 前任地は、県立中央病院外科で、たくさんの手

術に関わっておりました。上十三や下北地区の患

者さんの手術もかなり手がけましたので、この地

区にはかなり親近感を感じています。昭和 57 年

7 月から昭和 59 年 3 月まで、公立七戸病院で、

現院長の大黒先生と 2 人で手術をしていたこと

が上十三地区との関わりの始まりです。当時、齋

藤茂院長がピッチャーで、北日本野球大会にで

て、七戸病院が準優勝したことがありました。そ

のメンバーの中に頭数あわせのために小生が混

じって、セカンドを守り、ボールが来ないことを

祈って、試合に出させていただいておりました。

今より少ない人数でも平和にのんびりと診療し

ていたことを思い出します。その後は弘前大学第  

二外科で上部消化器の外科と癌化学療法の基礎

と臨床を行っておりました。昭和 63 年から 3 年

間アメリカ･ペンシルバニア大学病理で癌遺伝子

の研究をしましたが、いま発売されているハーセ

プチンという乳癌の薬に関連した基礎研究です。 

帰国してすぐの平成 3 年 10 月から 3 ヶ月ほ

ど三沢病院に赴任し、この地域に再びお世話にな

っていますが、野辺地病院には手伝いや当直にも

きた事がなく縁がありませんでした。平成 4 年か

らは再び弘前大学に戻り、上部消化管グループで

臨床をしておりました。前述しましたが、平成

11 年 4 月に県病外科に赴任し、消化器癌全体と

乳癌・甲状腺癌などの外科の再履修を行い、いろ

いろな方々から特訓をうけ、8 年間たくさんの手

術経験をさせていただきましたが、ここにくる直

前は特に多くなり、週の手術日 3 日間に自分だけ

で全麻 15 件の手術をこなしておりました。県病

での異常な状態から、昨年 4 月に野辺地病院へ赴

任となり、のんびりと外科兼副院長として 1 年間

過ごさせていただきました。今年 4 月に院長就任

と同時に、弘前大学消化器外科学教室も医師丌足

ということだそうで、外科は 1 名減らされてしま

い、まるで自分の院長就任がペナルティでもある

かのようでした。今の外科は私を含めて 3 人です

から、この病院で手術を行うには麻酔科はいませ

んので、最小単位となります。今後もこの状況が

続くのであれば、現在勤務している少ない医者達

の負担がまして、精神的にも肉体的にもかなりき

つい状態で、気力体力が続くのか丌安一杯です。 

 

 この 4 月に前任者の神雅彦

先生に代わって、公立野辺地

病院の副院長から院長に昇任

いたしました。 

少し自己紹介をします。趣

味ですが夏はゴルフとロード

サイクリングです。ゴルフの 



 

 

大変な時期に地域の病院を預かったというのが

最初の試練であり、感想です。地域の公立病院で

は先行きが見えず、経済のデフレスパイラルのよ

うに医師・看護師丌足、病院収益悪化、丌良債務、

病院縮小、医療機器未更新など、どんどん悪循環

をたどっているようにしかみえません。今後どの

ような病院を目指せば地域住民の意思と国･県の

病院再編の意図に当てはまるのか丌明です。我々

病院関係者ばかりでなく、北部上北地域、東北町

や平内の一部の地域の人たちも、まだ極端で、架

空の話にしか思えないでしょうが、どのようにし

たら便利で、たいがいの事はこなせる野辺地病院

を失わないですむか考えていただきたいと思っ

ています。医師の定数問題も来年 8 月までの特例

であり、その先はわかりません。医療機器も古く、

若手医師にアピールするものも少ないのが現状

で、病院の特徴を示せないでいるところです。50

歳以下の医師は 7 人で、内科 3 人、外科 2 人、

整形外科 2 人で 365 日、それぞれの科の夜間の

緊急待機対応をしているので、十分な休みを取る

こともできず、救急対応は限界に達しています。

このまま、今後補充が見込めなければ、当院の医

師達が燃え尽きてしまうことを恐れています。さ

らに高齢化していく地域にあって、病院が縮小し

て行くことは、カンタンに受診できて、安心して

医療を受けられる町ではなくなるということで

す。少しでも軽傷者などの救急外来受診を控えて

もらいたいのですが、救急車搬入は少しずつ減っ

てはいますが、昨年度 758 回でした。来年 3 月

で、義務の医師研修制度の前期 2 年、各病院で定

めた後期研修 3 年の研修期間 5 年が終了します。

都会のブランド病院に流れた若手医師が地方の

大学または地域の公的病院に少しでも逆流して

くることを望んでやみません。その一部の若手医

師達に、地域の中･小規模病院にも目を向けても

らえないかなとかすかな期待を持ちながらも、今

をうまく乗り切る明るい展望がなかなか描けな

いもどかしさを感じているところです。この上北

地域とのご縁を大切にし、外科医師として、また

院長として頑張りますが、なんかおかしくなって

しまっている医療界がいつか普通の状態に戻る

ことを願ってやみません。 

 

 

さて話は変わりますが、5 月 30 日から 6 月 3

日まで、3 年ぶりにシカゴで行われた米国癌治療

学会に参加してきました。世界中から癌専門医師

が集まって発表・議論をする学会で、世界の標準

治療がある程度決められていきます。シカゴはビ

ジネスの町であまり観光客には魅力はないかも

ですが、一応アメリカで最も高いビルであるシア

ーズタワーにはあがってきました。その日は晴れ

上がって、遠くまで眺めることができました。学

会はマコーミック会議場というバカでかい施設

で行われ、その周辺は公園になっており、たまた

まピンクリボンの行進が 2 日間にわたって行わ

れていました。時々、会場からぶらりと外にでて、

五大湖の中の一つミシガン湖の周りの公園を散

歩していました。街が大きく、交通の手段もない

ので、ホテル周辺をぶらつくのがせいぜいでし

た。アメリカの学会はやはり、何回かいきました

が、ニューオーリンズやオーランドなどの観光地

で開催してもらった方が楽しいかもです。で、学

会終了と同時に 20 年前に住んでいたフィラデル

フィア郊外の街の友人宅に 2 日間ほどお世話に

なってきました。小生が留学していたペンシルバ

ニア大学病理は最初に野口英世がアメリカに渡

ってヘビ毒の研究を始めた学部でもあります。フ

ィラデルフィアは日本人にはあまりなじみの無

い街ですが、ここはボストンと同じで、アメリカ

がイギリスから独立するにあたって歴史の大事

な場面となったところです。みなさんがアメリカ

に出かける機会がありましたら、フィラデルフィ

アにも是非足を延ばしていただけたらと思いま

す。ニコラス・ケイジ主演の映画ナショナル・ト

レジャーの舞台ともなり、トーマス・ジェファー

ソンによって独立宣言書が書かれた場所の独立

記念館や自由の鐘、アメリカ最初の銀行、星条旗

を最初に作成したベッツイロスの館などがあり

ます。ニューヨークからは車で 3 時間ほどです。

ここの美術館には青森の美術館が借用し、披露し

たアレコの舞台画の一つ（太陽が 2 つの絵？）が

壁に飾られています。以上、アメリカに久しぶり

に出かけてきましたのが、病院のみなさんにアメ

リカはどうでしたかと聞かれることが多かった

ので、その一部をご披露しました。 

 



 

 

ですから「健康診断で腹囲がオーバーしてしまっ

た…」となると、「ダイエットしよう！」となりま

すでしょうか。そこで、食物繊維に注目してみま

しょう。 

 ところで食物繊維とはなんでしょうか？最新の

定義ではちょっと複雑でわかりにくくなりました

が、簡単にいうと「ヒトの消化酵素で消化されな

い食物成分」。野菜や果物など植物に多く含まれる

成分です。第 6 次改定日本人の栄養所要量では「1

日に 20～２５ｇの食物繊維の摂取が望ましい」と

ありますが、この条件をクリアーするには、例え

ばキャベツだと全体の約２％が食物繊維であると

されていますから 1.0～1.3 ㎏も摂取しなければ

いけません。結構大変です。しかし、食物繊維に

はこの大変さを上回るとても良い働きがあるので

す。 

 食物繊維には水に溶けるもの（水溶性）と水に

溶けないもの（丌溶性）があります。水溶性の食

物繊維は熟した果物や海草、こんにゃくなどに含

まれています。栄養をゆっくりと吸収させる効果

があり、結果的に「血糖値の急激な上昇を抑制す

る、高脂血症を改善させる」という働きになりま 

す。また丌溶性の食物繊維は野菜、穀物に多く含 

まれています。糞便量を増加させる効果があり、

これにより「便秘の解消、糞便の大腸通過時間短

縮等による大腸疾患の予防」という働きが認めら

れます。カロリーゼロでおなかいっぱいになると

いうのは丌溶性食物繊維の効果です。このような

沢山の良い効果を持っているため、食物繊維はメ

タボリックシンドロームに良いと考えられます。 

 少し前に「（食物繊維）カロリーゼロで…」と書

きましたが、厳密にいうと少し違います。確かに、

ヒトには食物繊維を消化する酵素はありませんか

ら炭水化物やタンパク質のようにカロリーがある

わけではありません。しかし、口の中や大腸にい

る細菌によって分解され、それが腸内細菌叢の栄

養として役立ったり、わずかに大腸から吸収され

てエネルギーになる可能性はあります。もしかし

たら将来的にはカロリーゼロの飲み物の表記が少

し変わってわずかにカロリーがあることになるか

もしれません。 

 食物繊維が体に良いことはわかっていただけた

と思いますが、だからといって果物ばかり食べて

いると今度は果糖を過剰に摂取することになり、

かえって血糖値を上げることになるでしょうし、

野菜ばかり食べていては他の栄養素が足りなくな

ってしまいます。結局、バランスの良い食事をす

るということが大事です。また、いろいろ知って

いても実行しなければ意味がありませんね。なか

なか難しいところです・・・。 

最近、「メタボリックシン

ドローム」が話題になってい

ます。肥満でありながら高脂

血症、糖尿病、高血圧といっ

た生活習慣病を複数併せ持

ち、さまざまな病気が起きや

すくなっている状態です。 

内科医長 

齋藤 大輔 

 こんにちは、HEART PRO です。 

 私達は、ICLS などを学習することで、救命活動

への理解を深め医師、看護師、救急隊が同じ意識の

もとで協力しあえる環境を目的とした独自のサー

クルです。 

 活動は、御存知（？）のとおり、BLS/AED 講習、

ICLS 開催、外傷初期治療デモンストレーションな

ど様々で、今の所大盛況に終わっています。 

 すっごい楽しいサークルです。 

少しでも興味のある方、経験、年齢は問いませ

んので、是非メンバーになって一緒に楽しみませ

んか？お待ちしてまーす。 

 問い合わせは外来倉岡まで。 
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                          〒039-3141 青森県上北郡野辺地町字鳴沢 9‐1２ 

１．出身大学     ４．座右の銘 

２．卒業年度     ５．野辺地病院の印象 

３．趣  味     ６．抱  負 

１．弘前大学 

２．平成 2 年 

３．バイク・温泉・ゴルフ 

４．なるべく妥協しない 

５．みな仲良く働き易いと思 

います。 

６．脊椎を中心に関節、外傷 

とがんばって働きます。 

１．弘前大学 

２．平成１３年３月 

３．ドライブ・パソコン 

４．相対的正義 

５．建物は新しくキレイだが、

設備で古いものが多い。 

６．広い視野を持って、いろ

いろとがんばりたいと思

います。 

医療局長 

長沼 慎二 

内科医長 

佐々木 聡 

１．出身地     ４．野辺地病院の印象 

２．趣 味     ５．抱負 

３．座右の銘 

看護師 

馬場 直子 

１．野辺地町  

２．ショッピング、ドライブ、 

映画鑑賞など 

３．らしく生きる 

４．アットホームな印象 

５．一生懸命頑張ります。  

１．平内町  

２．ソフトバレーボール、 

スポーツ観戦  

３．特になし 

４．職員の皆さんが明るい 

５．まだまだわからない事も

あるので、１日でも早く

覚えて  患者様が安心し

て快適に療養生活を送れ

るように看護していきた

いと思います。 

看護師 

工藤 あゆみ 

看護師 

木村 恵 

１．野辺地町  

２．野球観戦（高校野球限定）  

３．継続は力なり 

４．病院内が広く、最初場所

がわからなくて困った。 

５．患者様の状態を把握し、

チームの一員として仕事

に責任を持つ。  

・・・・ 

原稿募集のお知らせ 

「わかすげ」編集局では、広く読者の

皆様から原稿を募集します。病院に対

するご意見、ご感想、詩、俳句、短歌

など、ご応募お待ちしております。 


